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歯周病が「アルツハイマー病」の進行を促進！？ 
  

 虫歯は歯そのものに起こる病気ですが、歯周病は歯ぐきなど歯をとりまく組織に起きる病気です。歯ぐきが

赤くなったり、腫れたりする「歯肉炎」、歯ぐきから血・膿が出たり、歯を支える骨が溶け始めるなどの症状が

出る「歯周炎」、その両方が歯周病と呼ばれます。 

軽度の歯周病である歯肉炎は、正しい歯磨きをして、原因である歯周病菌のすみか「歯垢」を取り除くと健康

な状態に回復します。しかし、歯周炎になってそのまま進行すると、歯を支える土台は弱って、歯は抜け落ち

てしまいます。また、歯周病は口臭の主な原因の一つでもあります。 

 認知症の中で最も多い、アルツハイマー型認知症。脳の委縮が特徴のアルツハイマー病によって起こる認知

症のことで、症状はもの忘れなどの記憶障害や判断力の低下などです。 

歯周病との因果関係については、まだわかっていないものの、動物実験の結果は、歯周病がアルツハイマー病

の悪化因子であることを示唆しています。人工的にアルツハイマー病にしたマウスの半数に歯周病を発症させ

たところ、歯周病のないマウスよりも認知機能が悪化。実験後に、脳に沈着したアルツハイマー病の原因とさ

れるたんぱく質を調べると、歯周病のないマウスに比べて、歯周病マウスのものは重量で約 1.5 倍、面積では

約 2.5 倍にもなっていました。研究者は、口の中の歯周病菌や炎症のもととなる物質などが、血流に乗って脳

に運ばれて何らかの影響を与えているのではないかと考察しています。 

歯周病がアルツハイマー病を悪化させる要素ならば、歯周病の治療はアルツハイマー病の進行を遅らせる有効

な手段になり得るかもしれません。                    ＜OPC ホームページ参照＞ 

 

 

☆役立つ話、面白い話が満載の沖歯科医院からのニュースレターです☆ 


